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オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！

▲武蔵野大学の学生が講師に（墨田工業高校)

選
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で
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︑
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来
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者
で
あ
る
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者
に
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治
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挙
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︑
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︒
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催
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︑
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︑
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︒
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︵
定
時
制
︶
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︑
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催
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催
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︒
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︑
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︑
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踏
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︑
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︒
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︑
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﹂
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▲昨年の定期演奏会の様子
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オリンピックへの理解を深めるイベント｢オリン

ピアンふれあい交流事業｣を開催します。スポーツ

の楽しさや喜び、技術向上のヒントを教えてもらい

ませんか▢時 2／7(日)9：30〜12：30▢場 深川北スポー
ツセンター▢人 区内在住・在学の25m以上泳げる小
学生50人(抽選)▢費 無料［持ち物］水着、水泳帽、ゴ
ーグル、タオル、水筒、ロッカー代20円(10円返却式)

▢師 柴田隆一(2008年北京オリンピック男子200mバ
タフライ出場)［主催］NPO法人日本オリンピアンズ

協会［共催］深川北スポーツセンター［協力］(公財)日

本オリンピック委員会▢締 1／27(水)必着▢申 往復はがきに①氏名(ふりがな)
②住所③電話番号④学年・性別⑤保護者名⑥水泳歴・泳力を記入し、〒135-

0023平野3-2-20深川北スポーツセンターへ郵送または窓口(はがき1枚持参)

で☎3820-8730

友達の影響で水泳を始めた八木さんは、6

月の東京都中学校総合体育大会で3位、9月の

東京都中学校学年別水泳競技会では見事に2

位に輝きました(いずれも100mバタフライ)。

日曜以外は区内のスイミングスクールに通い、

年末や夏季などには合宿を行うなど、練習を

重ねてきました。その成果を発揮し、3年間

の集大成となる大会で、見事な成績を残した

八木さんですが、本人は｢あまり納得のいく

タイムではなかったので少し悔しい｣と話し、

向上心をのぞかせます。

水泳は｢仲間たちと楽しく会話をしたり、

試合でベストタイムを出したりしたときが楽

しい｣と話す八木さん。中学3年間で得たもの

を糧にし、次なる目標は｢高校でインターハ

イに出て、結果を残す｣こと。新たな舞台で

のさらなる活躍が楽しみです。 ▲賞状を手に笑顔の八木さん
▲左から府川未来さん(1年)、鈴木一葉さん(2年)、
佐久間由奈さん(2年)、武田怜子さん(1年)

深川第三中陸上部は7月の東京都中学

校総合体育大会で見事な成績を残しまし

た。五日市さんは、部活の他に都の中高

生選抜の合宿などにも参加し力をつけ、

2位に輝きました。｢つらいことも多かっ

たが、仲間に恵まれ成長できた。陸上部

に入ってよかった｣と3年間を振り返る五日市さ

ん。高校では｢全国駅伝で走ること｣が目標です。

都大会で優勝し、全国でも6位という成績を

残した鈴木さんは｢自分でも驚いた。仲間や先

生に感謝の気持ちでいっぱい｣と話しました。

鈴木さんがメンバーに入っているリレーでも深

川第三中は見事に優勝。

｢初めは実感がなかったが、

賞状をもらい喜びがこみ上

げてきた(佐久間さん)｣｢速

さはもちろんだがチームワ

ークのおかげ(府川さん)｣

｢先輩・仲間に支えられバ

トンをつなげた(武田さ

ん)｣と語ります。4人が掲

げた次の目標は｢関東・全

国大会に行くこと｣です。

東京都中学校学年別水泳競技大会
3年女子100mバタフライ 2 位

八木美
み

月
つき

さん(深川第三中3年)

東京都中学校総体体育大会(陸上)
深川第三中陸上部

女子共通1500m 2 位 五日市
い つ か い ち

莉
り

歩
ほ

さん(3年)

2年女子100m 1 位 関東 3位・全国 6位

女子共通100mハードル 2 位 鈴木一
かず

葉
は

さん(2年)

低学年女子4×100mリレー 1 位

▲柴田隆一さん

▲走ることが大好きな五日
市さん

▲投票用紙を受け取る様子
（第三商業高校)


